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第第
１１
２２
５５
回回
国国
会会
対対
策策
委委
員員
会会

国
会
対
策
委
員
会
（
委
員
長
�

須
田
毅
・
相
模
原
市
議
会
議
長
）

は
２
月
２
日
、
全
国
都
市
会
館
で

正
副
委
員
長
会
議
、
ル
ポ
ー
ル
麹

町
で
第
１
２
５
回
委
員
会
を
開
催

し
た
。

委
員
会
で
は
、
須
田
委
員
長
の

挨
拶
の
後
、
総
務
省
か
ら
講
演
が

あ
っ
た
。
続
い
て
、
事
務
報
告
を

了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
２６
年
度
要
望
事
項

の
結
果
概
要
、
今
後
の
運
営
に
つ

い
て
了
承
し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
青
木
信
之

・
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
税

務
担
当
）
か
ら
「
平
成
２７
年
度
地

方
税
制
改
正
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

消
費
税
率
１０
％
へ
の
引
き
上
げ
時

期
の
変
更
等
、
法
人
税
改
革
な
ど

に
つ
い
て
、
橋
本
嘉
一
・
総
務
省

大
臣
官
房
審
議
官
（
財
政
制
度
・

財
務
担
当
）
か
ら
「
平
成
２７
年
度

地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
２７
年
度
地
方
財
政
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
、
２７
年
度
地
方
財
政
対
策

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
あ
っ
た
。

第第
１１
５５
２２
回回
産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

産
業
経
済
委
員
会
は
２
月
２
日
、

都
道
府
県
会
館
で
正
副
委
員
長
会

議
の
後
、
第
１
５
２
回
委
員
会
を

開
催
し
た
。

委
員
長
が
欠
員
の
た
め
、
小
林

治
男
・
副
委
員
長
（
大
町
市
議
会

議
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

小
林
副
委
員
長
に
よ
る
議
事
の
進

行
の
下
、
委
員
長
の
補
欠
選
任
を

行
い
、
委
員
長
に
横
田
守
弘
・
阿

南
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

選
任
後
は
横
田
委
員
長
に
よ
り

議
事
を
進
行
し
、
経
済
産
業
省
、

農
林
水
産
省
か
ら
の
講
演
の
後
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

協
議
で
は
、
要
望
結
果
の
概
要

を
了
承
し
、
６
月
１７
日
開
催
予
定

の
第
９１
回
定
期
総
会
に
は
、
詳
細

な
説
明
を
加
え
た
要
望
結
果
を
報

告
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
次
年

度
委
員
会
へ
の
申
し
送
り
事
項

（
下
掲
）
、
今
後
の
運
営
に
つ
い

て
決
定
し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
�
本
豊
・

経
済
産
業
省
大
臣
官
房
会
計
課
長

か
ら
「
平
成
２７
年
度
経
済
産
業
省

関
係
予
算
等
に
つ
い
て
」
、
光
吉

一
・
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
予
算

課
長
か
ら
「
平
成
２７
年
度
農
林
水

産
関
係
予
算
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
説
明
を
聴
取
し
た
。

※
申
し
送
り
事
項

�
農
業
振
興
対
策
�
経
営
所
得
安
定
対

策
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
関
す
る

施
策
、
食
料
自
給
率
向
上
及
び
国
産
農

産
物
の
消
費
拡
大
、
畜
産
振
興
策
の
強

化
�
林
業
振
興
対
策
�
林
業
発
展
の
た

め
の
施
策
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
等
、

水
源
林
の
保
全
�
水
産
業
振
興
対
策
�

漁
業
者
に
対
す
る
経
営
支
援
策
等
の
強

化
、
漁
業
資
源
の
維
持
等
の
た
め
の
施

策
、
配
合
飼
料
高
騰
対
策
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
�
農
林
水
産
業
共
通
対
策

�
６
次
産
業
化
の
着
実
な
実
施
、
野
生

生
物
に
よ
る
農
林
水
産
物
被
害
の
防
止
、

燃
油
価
格
高
騰
対
策
、
農
林
水
産
物
の

価
格
の
適
正
化
�
食
の
安
全
及
び
消
費

者
の
信
頼
確
保
対
策
�
放
射
性
物
質
検

査
体
制
の
整
備
、
食
の
安
全
性
確
保
へ

の
取
組
、
輸
入
食
材
等
の
安
全
確
保
、

消
費
者
安
心
・
安
全
確
保
対
策
の
推
進

�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
貿
易
交
渉
に
つ
い
て
�
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
、
諸
外
国
と
の
貿
易
交
渉
�
中
小

企
業
振
興
対
策
等
�
中
小
企
業
へ
の
支

援
、
地
域
資
源
の
活
用
促
進
、
地
域
商

業
の
振
興
、
電
気
料
金
及
び
原
材
料
価

格
の
上
昇
等
に
対
す
る
下
請
け
中
小
企

業
の
保
護
	
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

�
原
子
力
発
電
所
の
安
全
・
防
災
対
策
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
電
力
供

給
の
確
保
、
レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）

等
の
確
保
対
策
、
採
石
法
の
充
実
強

化

第第
１１３３
回回
専専
門門
小小
委委
がが
開開
催催

第
３１
次
地
方
制
度
調
査
会
第

１３
回
専
門
小
委
員
会
（
委
員
長
�

長
谷
部
恭
男
・
早
稲
田
大
学
教

授
）
は
１
月
２８
日
、
総
務
省
で
開

催
し
た
。

会
議
で
は
、
「
人
口
減
少
社
会

に
的
確
に
対
応
す
る
三
大
都
市
圏

及
び
地
方
圏
の
地
方
行
政
体
制
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
、

有
識
者
か
ら
の
意
見
聴
取
と
し
て
、

は
じ
め
に
、
平
井
伸
治
・
鳥
取
県

知
事
か
ら
「
鳥
取
の
地
方
自
治
改

革
〜
新
た
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
〜
」

に
つ
い
て
、
説
明
を
聴
取
し
、
質

疑
応
答
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
荒
井
正
吾
・
奈
良
県

知
事
か
ら
「
人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
都
道
府
県
の
役
割
に
つ
い
て

―
県
と
市
町
村
の
『
連
携
・
協

同
』
（
奈
良
モ
デ
ル
）
の
取
組
―
」

に
つ
い
て
、
説
明
を
聴
取
し
、
質

疑
応
答
を
行
っ
た
。

２２６６
年年
度度
補補
正正
予予
算算
がが
成成
立立

平
成
２６
年
度
補
正
予
算
が
２
月

３
日
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、

成
立
し
た
。
総
額
３
兆
１
１
８
０

億
円
で
、
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
の
た
め
の
交
付
金
（
地
方
創

生
先
行
型
）
１
７
０
０
億
円
、
同

（
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

型
）
２
５
０
０
億
円
な
ど
を
計
上

し
て
い
る
（
本
紙
１
９
２
９
号
４

面
参
照
）
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1931号２月１５日平成27年
（2015年）

挨
拶
す
る
横
田
委
員
長

開
会
挨
拶
す
る
小
林
副
委
員
長

挨
拶
す
る
須
田
委
員
長

（１） 平成２７年２月１５日 第１９３１号



本
会
は
、
第
６２
回
全
国
市
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会
を
１
月
２９
日

・
３０
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
砂

防
会
館
で
開
催
し
た
。
参
加
者
は

約
５
８
０
人
。

１
日
目
は
、
菊
池
雄
三
・
本
会

事
務
局
次
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

宮
地
毅
・
総
務
省
自
治
行
政
局
行

政
課
長
が
「
地
方
行
政
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
向
」
、
長
野
基
・
首
都

大
学
准
教
授
が
「
住
民
と
の
協
働

に
お
け
る
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し

た
。２

日
目
は
、
北
村
純
一
・
鳥
羽

市
議
会
事
務
局
議
事
係
長
が
「
鳥

羽
市
と
鳥
羽
市
議
会
」
、
本
橋
謙

治
・
本
会
調
査
広
報
部
副
部
長
が

「
議
会
運
営
等
の
留
意
点
に
つ
い

て
」
、
大
屋
雄
裕
・
名
古
屋
大
学

大
学
院
教
授
が
「
議
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
〜
地
方
議
会
を
め
ぐ
る

三
つ
の
対
立
〜
」
と
題
し
、
そ
れ

ぞ
れ
講
演
し
た
。

な
お
、
研
修
会
資
料
に
つ
い
て

は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン

バ
ー
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
講
演
録
に
つ
い
て
は
、
後

日
、
全
市
に
発
送
す
る
予
定
。

【
講
演
項
目
】

宮
地
毅
氏
「
地
方
行
政
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
向
」
―
�
我
が
国
の
人

口
に
つ
い
て
�
地
方
創
生
に
つ
い

て
�
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
概
要
�
新
た
な
広
域

連
携
の
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
�

第
３１
次
地
方
制
度
調
査
会
の
概
要

�
地
方
分
権
改
革
の
動
き
�
地
方

議
会
に
つ
い
て

長
野
基
氏
「
住
民
と
の
協
働
に
お

け
る
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

―
�
議
論
の
前
提
の
確
認
�
比
較

の
視
点
で
日
本
の
基
礎
自
治
体
議

会
の
特
徴
�
「
協
働
」
の
前
提
と

し
て
の
「
議
会
へ
の
参
加
」
�
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
践
と
理

論
の
振
り
返
り
�
「
住
民
と
の
協

働
」
で
／
へ
議
会
が
担
え
る
「
役

割
」
�
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
職
能
論
か
ら
�

「
議
会
官
僚
組
織
」
と
し
て
の
議

会
事
務
局
を
考
え
る
	
議
会
改
革

の
進
展
と
自
治
体
ガ
バ
ナ
ン
ス

北
村
純
一
氏
「
鳥
羽
市
と
鳥
羽
市

議
会
」
―
▽
議
会
で
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

の
利
用
に
つ
い
て
（
導
入
経
緯
、

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
他
、
パ
ネ
ル
の

使
用
、
自
席
へ
の
持
ち
込
み
）

本
橋
謙
治
「
議
会
運
営
等
の
留
意

点
に
つ
い
て
」
―
�
動
議
と
議
事

進
行
発
言
�
動
議
�
動
議
と
議
長

発
議
�
動
議
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
�
議
会
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い

て大
屋
雄
裕
氏
「
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
〜
地
方
議
会
を
め
ぐ
る
三

つ
の
対
立
〜
」
―
�
議
会
制
・
地

方
議
会
制
度
に
関
す
る
状
況
�
自

由
主
義
と
民
主
主
義
の
対
立
�
民

主
主
義
内
部
の
対
立


代
表
民
主

政
の
意
義
�
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
を
め
ぐ
る
混
乱
�
民
主
政

治
へ
の
現
代
的
挑
戦
�
議
会
に
い

ま
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
�
地
方
議

会
の
問
題

提提
案案
募募
集集
方方
式式
へへ
のの
対対
応応
方方
針針
をを

受受
けけ
六六
団団
体体
がが
共共
同同
声声
明明
をを
発発
表表

政
府
は
１
月
３０
日
、
「
平
成
２６

年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す

る
対
応
方
針
」
（
本
紙
１
９
３
０

号
３
面
参
照
）
を
閣
議
決
定
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
地
方
六
団
体
は

「
『
平
成
２６
年
の
地
方
か
ら
の
提

案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
』
の
閣

議
決
定
を
受
け
て
」
（
下
掲
）
と

題
す
る
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

「平成２６年の地方からの提案等に関する対応方針」
の閣議決定を受けて

本日、政府は「平成２６年の地方からの提案等に関する対応方

針」を閣議決定した。安倍内閣総理大臣の固い決意に基づく英断

により、地方分権改革の力強い前進が図られたことを高く評価す

るとともに、石破内閣府特命担当大臣をはじめ、これまでの関係

者の高いリーダーシップに敬意を表するものである。

地方創生のため、自主的・主体的なまちづくりが求められる今、

地方分権改革の最重要課題であった農地転用許可権限について、

今般、４ha超の大臣協議が残ったものの、全ての権限を都道府

県及び大臣の指定する市町村に移譲するとされたことは、これま

での地方分権改革の取組みの中で特筆すべき決断であり、地方分

権改革の歩みを大きく進めるものとして評価する。今後、制度の

詳細設計に当たっても、平成２６年８月５日、地方六団体が取りま

とめた「農地制度のあり方について」（以下、提言という。）を

踏まえたものとなることを期待する。

地方は、移譲された権限に基づき、農業の再生と総合的なまち

づくりを両立させ、地方創生の実現に尽くすとともに、特に、農

地の確保については、提言の趣旨を踏まえ、国とともに責任を果

たしていく決意である。

また、初年度となる提案募集方式については、提案団体からの

提案の実現に真摯に取り組んで頂いたことを評価する。一定の前

進があったが、このうち「検討を行う」とされている提案につい

ては政府全体として今後適切なフォローアップを実施すべきであ

る。一方、「実現できなかったもの」とされた提案についても、

次年度以降、検討を加えた上で再提案があったものについては、

改めてその実現に向けて積極的に検討するべきである。

今後、今期通常国会に関連法案を提出の上、早期に成立を期し

ていただくとともに、移譲等に伴う財源措置、スケジュールの提

示、研修の実施・マニュアルの整備等について、地方の意見を十

分に反映して、具体的な検討と調整を進めることを望む。

平成２７年１月３０日

地方六団体

全 国 知 事 会 会 長 山田 啓二

全国都道府県議会議長会会長 林 正夫

全 国 市 長 会 会 長 森 民夫

全 国 市 議 会 議 長 会 会 長 佐藤 祐文

全 国 町 村 会 会 長 藤原 忠彦

全国町村議会議長会会長 蓬 清二

村
田
春
男
氏
（
小
美
玉
市
議
会

議
長
）

１
月
２３
日
逝
去
、
６６
歳
。
葬
儀

は
２
月
１４
日
、
小
美
玉
市
内
で
行

わ
れ
た
。
喪
主
は
妻
の
恵
子
さ
ん
。

北
村
鳥
羽
市
議
会
議
事
係
長

大
屋
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授

全
国
市
議
会
事
務
局

職
員
研
修
会
を
開
催

第６２回

長
野
首
都
大
学
准
教
授

宮
地
総
務
省
行
政
課
長

第１９３１号 平成２７年２月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
掲
載

こ
の
ほ
ど
、
平
成
２６
年
１１
月
か

ら
１２
月
に
全
国
の
市
議
会
に
お
い

て
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
う

ち
、
※

本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数

を
取
り
ま
と
め
た
。
以
下
、
件
数

が
多
い
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

女女
性性
がが
輝輝
くく
社社
会会
のの
実実
現現

意
見
書
・
決
議
で
最
も
多
か
っ

た
も
の
が
「
女
性
が
輝
く
社
会
の

実
現
」
で
５８
件
だ
っ
た
。

内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
意

見
書
が
�
「
２
０
２
０
年
に
指
導

的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
３０

％
」
と
の
目
標
に
つ
い
て
、
民
間

に
先
駆
け
て
政
府
、
国
会
、
地
方

自
治
体
が
よ
り
早
急
に
率
先
し
て

取
り
組
み
、
毎
年
そ
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
�
女
性

が
幅
広
い
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ

う
、
職
場
復
帰
等
の
支
援
や
、
起

業
支
援
、
在
宅
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
な
ど
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
整
備
の
た
め
の
支
援
措
置
を
創

設
す
る
こ
と
�
家
庭
生
活
と
仕
事

を
両
立
で
き
る
よ
う
、
育
児
・
介

護
休
業
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
や
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
、

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
を
着

実
に
実
施
し
、
同
一
労
働
に
も
か

か
わ
ら
ず
男
女
間
に
生
じ
る
賃
金

格
差
の
実
質
的
な
解
消
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
こ

と
�
働
く
女
性
が
妊
娠
・
出
産
を

理
由
に
し
た
不
利
益
な
対
応
や
嫌

が
ら
せ
を
受
け
る
「
マ
タ
ニ
テ
ィ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
マ
タ
ハ
ラ
）
」

の
撲
滅
に
向
け
、
企
業
な
ど
に
対

し
、
マ
タ
ハ
ラ
を
防
ぐ
行
動
計
画

の
策
定
を
義
務
付
け
る
こ
と
�
子

ど
も
の
医
療
や
教
育
に
係
る
財
政

的
支
援
や
、
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
住
宅
支
援
な
ど
、
子
ど
も
・
子

育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
て
予
算

・
税
制
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と

�
「
女
性
の
健
康
の
包
括
的
支
援

法
」
の
制
定
、
女
性
特
有
の
疾
病

予
防
対
策
、
不
妊
治
療
・
不
育
症

に
対
す
る
助
成
の
拡
充
な
ど
幅
広

い
支
援
を
一
層
拡
充
す
る
こ
と
―

と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

地地
域域
のの
中中
小小
企企
業業
振振
興興
策策

「
地
域
の
中
小
企
業
振
興
策
」

に
つ
い
て
は
�
中
小

・
小
規
模
事
業
者
が

持
つ
技
術
・
ア
イ
デ

ア
を
製
品
化
し
、
販

路
開
拓
ま
で
一
貫
支

援
す
る
た
め
、
地
域

の
公
設
試
験
場
等
と

連
携
し
た
研
究
開
発
、

中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
等
と
連
携
し
た

販
路
開
拓
な
ど
、
切

れ
目
の
無
い
支
援
体

制
を
構
築
す
る
こ
と

�
中
小
企
業
需
要
創

生
法
に
よ
っ
て
、
地
域
産
業
資
源

を
活
用
し
た
事
業
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
「
ふ
る
さ
と
名
物
」
の
開
発
・

販
路
開
拓
支
援
を
通
し
、
都
市
部

や
海
外
の
需
要
を
大
き
く
取
り
込

む
な
ど
、
地
域
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
構
築
に
向
け
た
積
極
的
な
支

援
を
展
開
す
る
こ
と
�
地
域
の
中

小
企
業
と
人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
地
域
人
材
バ
ン
ク
の
創
設
な

ど
人
手
不
足
の
抜
本
的
解
消
の
た

め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
―
の
３

点
を
求
め
る
も
の
が
大
多
数
だ
っ

た
。

米
政
策
に
つ
い
て

「
米
政
策
に
つ
い
て
」
は
５５
件

と
し
た
が
、
こ
の
件
数
に
は
、
過

剰
米
対
策
、
消
費
拡
大
対
策
、
経

営
安
定
対
策
な
ど
「
米
」
に
関
わ

る
も
の
全
て
を
含
め
て
い
る
。

「
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
交

付
金
の
早
期
支
払
い
」
「
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
予
算
確

保
」
を
求
め
る
も
の
な
ど
内
容
は

多
岐
に
わ
た
っ
た
。

農農
業業
・・
農農
協協
改改
革革
にに
つつ
いい
てて

「
農
業
・
農
協
改
革
に
つ
い
て
」

は
５３
件
で
あ
り
、
内
容
は
意
見
書

に
よ
り
異
な
り
▽
准
組
合
員
の
利

用
制
限
を
行
わ
な
い
こ
と
▽
新
た

な
中
央
会
を
農
協
法
上
に
位
置
づ

け
る
こ
と
▽
法
人
形
態
の
転
換
等

を
強
制
し
な
い
こ
と
▽
協
同
組
合

の
基
本
的
性
格
を
維
持
す
る
こ
と

―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

そそ

のの

他他

「
介
護
従
事
者
、
障
害
福
祉
従

事
者
等
の
処
遇
改
善
」
「
看
護
師

の
勤
務
環
境
の
改
善
、
増
員
」「
年

金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確
実
な
運

用
」
に
つ
い
て
は
、
２６
年
１
月
か

ら
１０
月
ま
で
の
集
計
で
は
１０
件
に

満
た
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
集
計

で
は
そ
れ
ぞ
れ
３０
件
前
後
と
な
っ

た
。
ま
た
、
「
手
話
言
語
法
の
制

定
」
は
今
回
の
集
計
で
は
４８
件
で

あ
っ
た
が
、
１
月
か
ら
１０
月
ま
で

の
合
計
で
は
４
０
０
件
を
超
え
、

年
間
で
は
一
番
件
数
が
多
い
（
本

紙
１
９
０
６
号
２
・
３
面
、
１
９

１
３
号
４
・
５
面
、
１
９
２
３
号
２

・
３
面
参
照
）
。

な
お
、
２６
年
中
の
意
見
書
・
決

議
の
議
決
状
況
を
取
り
ま
と
め
た

表
を
３
月
中
に
掲
載
す
る
予
定
。

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
」
と
は
、
各
市
議
会
か
ら
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ

ー
ジ
意
見
書
・
決
議
ボ
ッ
ク
ス
に

情
報
入
力
ま
た
は
郵
便
で
送
付
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

入
力
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
本
会

旬
報
担
当
者
（
�
０
３
・
３
２
６

２
・
２
３
０
９
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
市
議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
意
見
書
・
決
議
ボ
ッ
ク
ス

に
入
力
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議

（
平
成
１６
年
以
降
の
も
の
）
は
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー

画
面
か
ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。

な
お
、
メ
ン
バ
ー
画
面
及
び
検
索

画
面
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
る
。

Ｉ
Ｄ
等
に
つ
い
て
は
、
２５
年
６
月

２８
日
付
け
「
（
全
議
Ｍ
１
第
１３
号
）

意
見
書
・
決
議
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
ユ
ー
ザ

ー
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
の
通
知

に
つ
い
て
」
で
各
議
会
事
務
局
に

通
知
し
て
い
る
。

議会

決 議

○女性が輝く社会の実現 ５８ ―
○地域の中小企業振興策 ５５ ―
○米政策について（過剰米 ５５ ―
対策、消費拡大対策、経
営安定対策など）

○農業・農協改革について ５３ ―
（准組合員の利用制限を
行わないこと、新たな中
央会を農協法上に位置づ
けることなど）

○手話言語法の制定 ４８ ―
○ウイルス性肝炎患者に対 ４２ ―
する医療費助成の拡充

○少人数学級について（少 ３８ ―
人数学級の推進、４０人学
級再開検討に反対など）

○介護従事者、障害福祉従 ２９ ―
事者等の処遇改善

○看護師の勤務環境の改善、 ２８ ―
増員

○年金積立金の安全かつ確 １９ ―
実な運用

○奨学金制度の充実 １９ ―
○その他 ３８７ ３６
【総合計】 【８４２】 【３６】

意見書件 名

１１月～１２月
可決分１１月から１２月に可決した意見書・決議の議決状況

※意見書・決議は、平成２６年１１月１日から１２月３１日までに可決さ
れ、２７年２月２日までに各市議会から任意に本会ホームページ
の意見書・決議ボックスに入力、または本会に郵送された件数
を集計
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

（３） 平成２７年２月１５日 第１９３１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



基
地
協
が
第
７８
回
総
会
を
開
催

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
板
橋
衛
・
横
須
賀
市

議
会
議
長
）
は
２
月
３
日
、
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
７８
回
総
会

を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
板
橋
会
長
の
挨
拶

の
後
、
あ
か
ま
二
郎
・
総
務
大
臣

政
務
官
、
石
川
博
崇
・
防
衛
大
臣

政
務
官
か
ら
来
賓
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
五
百
旗
頭
真
・
熊
本
県

立
大
学
理
事
長
か
ら
「
『
我
が
国

の
国
防
と
安
全
保
障
』
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
演
を
拝
聴
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、
村
手
聡
・
総

務
省
自
治
税
務
局
固
定
資
産
税
課

長
、
谷
井
淳
志
・
防
衛
省
地
方
協

力
局
地
方
協
力
企
画
課
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
、
所
管
の
２７
年
度
予
算
に

関
す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。
続
い

て
、
２６
年
度
よ
り
新
た
に
加
盟
し

た
八
王
子
市
、
高
崎
市
、
川
西
市
、

豊
前
市
、
宮
若
市
の
５
市
を
紹
介

し
、
事
務
報
告
を
了
承
し
た
後
、

協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
２５
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
田
村
秀
二
・
監
事
（
狭
山

市
議
会
議
長
）
か
ら
監
査
結
果
の

報
告
が
あ
り
、
審
議
の
上
、
こ
れ

を
認
定
し
た
後
、
２７
年
度
の
活
動

方
針
、
事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
決
定
し

た
。
続
い
て
、
規
約
の
一
部
改
正

を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。
「
基

地
関
係
国
会
議
員
と
の
情
報
連
絡

会
」
に
関
す
る
規
定
（
下
掲
）
を

新
た
に
設
け
る
と
と
も
に
現
職
国

会
議
員
を
世
話
役
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
申
し
合
わ
せ
を
決
定
し
た
。

そ
の
他
で
は
▽
未
加
盟
１
６
５

市
町
村
に
対
し
、
会
長
名
で
加
入

促
進
の
案
内
文
書
を
送
付
す
る
▽

基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
（
総

務
省
）
、
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
（
防
衛
省
）
が
多
い
未

加
盟
市
町
村
に
対
し
、
会
長
が
部

会
長
に
相
談
の
上
、
別
途
積
極
的

に
加
入
促
進
す
る
▽
加
入
促
進
の

案
内
文
書
の
送
付
時
期
に
つ
い
て

会
長
一
任
と
す
る
―
と
し
た
。

な
お
、
開
会
に
先
立
ち
、
２６
年

１１
月
１７
日
開
催
の
第
８２
回
理
事
会

で
決
定
し
た
（
本
紙
１
９
２
４
号

３
面
参
照
）
共
通
徽
章
を
席
上
に

配
布
し
た
。

※
基
地
関
係
国
会
議
員
と
の
情
報
連

絡
会
に
関
す
る
規
定

�
規
約
第
１１
条
を
改
正（
傍
線
部
分
）

第
１１
条

会
議
は
、総
会
、理
事
会
、

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
及
び
基

地
関
係
国
会
議
員
と
の
情
報
連
絡
会

と
し
、会
長
が
招
集
し
、会
議
の
議
長

は
会
長
が
あ
た
る
。

�
規
約
第
１６
条
を
追
加

（
基
地
関
係
国
会
議
員
と
の
情
報
連

絡
会
）

第
１６
条

基
地
関
係
国
会
議
員
と
の

情
報
連
絡
会
は
、会
長
、副
会
長
、監

事
及
び
相
談
役
で
組
織
し
、次
に
掲

げ
る
事
項
を
掌
理
す
る
。

（
１
）総
会
及
び
理
事
会
に
お
け
る
議

決
事
項
の
実
現
促
進
に
向
け
た
基
地

関
係
国
会
議
員
と
の
情
報
交
換
に
関

す
る
事
項

（
２
）そ
の
他
会
長
に
お
い
て
特
に
必

要
と
認
め
た
事
項

�
旧
第
１６
条
以
降
を
繰
り
下
げ

指
定
都
市
協
が
第
６
回
総
会
を
開
催

全
国
市
議
会
議
長
会
指
定
都
市

協
議
会
（
会
長
�
大
見
芳
・
浜
松

市
議
会
議
長
）
は
２
月
４
日
、
全

国
都
市
会
館
で
第
６
回
総
会
を
開

催
し
た
。

会
議
で
は
、
大
見
会
長
の
挨
拶

の
後
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、
協

議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
２７
年
度
予
算
、
会

議
日
程
に
つ
い
て
協
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。
続

い
て
、
２７
年
度
国
と
地
方
の
協
議

の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
協
議
し
、
従

来
通
り
、
次
期
正
副
会
長
市
を
委

員
、
う
ち
会
長
市
を
委
員
長
と
し

て
推
薦
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の

後
、
議
会
の
権
能
強
化
に
つ
い
て

と
し
て
、
議
会
の
議
決
に
よ
る
執

行
機
関
へ
の
資
料
請
求
権
の
明
確

化
、
議
会
事
務
局
長
の
特
別
職
へ

の
格
上
げ
に
つ
い
て
協
議
し
、
い

ず
れ
も
本
会
へ
の
申
し
入
れ
は
見

送
り
、
今
後
も
随
時
協
議
す
る
と

し
た
。
そ
の
他
で
は
、
出
席
者
の

発
言
に
応
じ
て
、
事
務
局
か
ら
第

３１
次
地
方
制
度
調
査
会
の
動
向
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
会
長
に
須
田

毅
・
相
模
原
市
議
会
議
長
、
副
会

長
に
三
島
良
之
・
熊
本
市
議
会
議

長
、
監
事
に
高
橋
克
朋
・
札
幌
市

議
会
議
長
と
霜
田
紀
子
・
さ
い
た

ま
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。
新

役
員
を
代
表
し
て
須
田
新
会
長
か

ら
、
前
役
員
を
代
表
し
て
大
見
前

会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

役
員
改
選
後
、
次
回
総
会
開
催

地
を
熊
本
市
に
決
定
し
、
閉
会
し

た
。

来
賓
挨
拶
す
る
石
川
防
衛
大
臣
政
務
官

講
演
す
る
五
百
旗
頭
熊
本
県
立
大
学
理
事
長

監
査
結
果
を
報
告
す
る
田
村
監
事

来
賓
挨
拶
す
る
あ
か
ま
総
務
大
臣
政
務
官

新
会
長
に
須
田
相
模
原
市
議
長
が
就
任

指定都市協新会長
須田 毅（相模原市）

挨
拶
す
る
板
橋
会
長

挨
拶
す
る
大
見
会
長
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